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春

夜  

宋·

蘇
軾 

 

中
国
名
詩
選
（
下
）
三
三
一
頁 

春
宵
一
刻
値
千
金 

花
有
淸
香
月
有
陰 

歌
管
樓
臺
聲
細
細 

鞦
韆
院
落
夜
沈
沈 

飲
湖
上
初
晴
後
雨 

二
首 
其
二 

宋·

蘇
軾 

中
国
名
詩
選
（
下
）
二
九
一
頁 

水
光
瀲
灩
晴
方
好 

山
色
空
濛
雨
亦
奇 

欲
把
西
湖
比
西
子 

淡
粧
濃
抹
總
相
宜 

贈
劉
景
文 

 

宋·

蘇
軾 

 

漢
詩
鑑
賞
事
典
六
三
一
頁 

荷
盡
已
無
擎
雨
蓋 

 

菊
殘
猶
有
傲
霜
枝 

 

一
年
好
景
君
須
記 

 

最
是
橙
黃
橘
綠
時 

 

澄
邁
驛
通
潮
閣 

二
首 

其
二 

宋·

蘇
軾 

中
国
名
詩
選
（
下
）
三
三
〇
頁 

餘
生
欲
老
海
南
村 

帝
遣
巫
陽
招
我
魂 

杳
杳
天
低
鶻
沒
處 

靑
山
一
髮
是
中
原 
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飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首 

 
其
一 

朝
曦
迎
客
艶
重
岡 

 

朝
曦
は
客
を
迎
え
て 

重
岡

ち
ょ
う
こ
う

艶
か
が
や

き 

晩
雨
留
人
入
酔
郷 

 

晩
雨
は
人
を
留
め
て 

酔
郷
に
入
ら
し
む 

此
意
自
佳
君
不
会 

 
此
の
意
自
ら
佳
な
る
に
君
会
せ
ず
や 

一
杯
當
属
水
仙
王 

 

一
杯 
当
に
水
仙
王
に
属 す

す

む
べ
し 

【
語
釈
】
酔
郷…

酔
い
心
地
。
水
仙
王
：
宋
代
西
湖
旁
有
水
仙
王
廟
，
祀
錢
塘 

龍
君
，
故
稱
錢
塘
龍
君
為
水
仙
王
。 

  

其
二 

水
光
瀲
灩
晴
方
好 

 

水
光 

瀲
灩

れ

ん

え

ん

と
し
て 

晴
れ
て
方
に
好
し 

山
色
空
濛
雨
亦
奇 

 

山
色 

空
濛
と
し
て 

雨
も
亦
奇
な
り 

欲
把
西
湖
比
西
子 

 

西
湖
を
把
っ
て
西
子
に
比
せ
ん
と
欲
す
れ
ば 

淡
粧
濃
抹
總
相
宜 

 

淡
粧 

濃
抹 

総
べ
て
相
い
宜
し 

【
語
釈
】
瀲
艶…

水
が
揺
れ
て
光
り
き
ら
め
く
さ
ま
。
空
濛…

定
か
に
見
え
ぬ
さ

ま
。
西
子…

西
施
、
呉
に
敗
れ
た
越
王 

句
践
は
美
女
の
西
施
を
、
呉
王 

夫
差
に

贈
っ
て
惑
溺
さ
せ
、
呉
を
滅
ぼ
し
た
。
濃
抹…

お
し
ろ
い
を
濃
く
塗
る
。 

芭
蕉
（
奥
の
細
道
）…

象
潟

き
さ
か
た

や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花 
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贈

劉

景

文 
 

劉
景

り
ゅ
う
け
い

文 ぶ
ん

に
贈
る 

漢
詩
鑑
賞
事
典
六
三
一
頁 

荷
盡
已
無
擎
雨
蓋  

荷 は
す

は
尽 つ

き
て 

已 す
で

に
雨
に
擎 さ

さ

ぐ
る
の
蓋 か

さ

無
く 

菊
殘
猶
有
傲
霜
枝  

菊
は
残

お
と
ろ

え
て 

猶 な

お
霜
に
傲 お

ご

る
の
枝
有
り 

一
年
好
景
君
須
記  

一
年
の 

好
景

こ
う
け
い 

君 き
み

須
す
べ
か

く
記 き

す
べ
し 

最
是
橙
黃
橘
綠
時  
最
も
是
れ 

橙 と
う

は
黄
に 

橘 き
つ

は
緑
な
る
時 

名
は
季
係

き

そ

ん

。
景
文
は
字
。
タ
ン
グ
ー
ト
族
の
西
夏
と
戦
っ
た
将
軍
劉
平
の
子
で
、
こ
の
時
、

杭
州
で
民
兵
の
部
隊
を
率
い
て
い
た
。
蘇
軾
は
、
そ
の
人
物
を
高
く
評
価
し
、
中
央
へ
推
薦

し
て
も
い
る
。 

橙…

ユ
ズ
。
橘…

ミ
力
ン
の
類
。
「
橙
黄
橘
緑
」
は
、
晩
秋
か
ら
初
冬
の
候
。 

 【
通
釈
】
は
す
の
葉
は
枯
れ
尽
き
て
、
も
う
雨
に
向
か
っ
て
さ
し
ひ
ろ
げ
た
傘
の
す
が
た
は

な
い
。
菊
の
花
は
咲
き
お
と
ろ
え
て
、
見
る
影
も
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
霜
の
寒
さ
に

め
げ
ぬ
一
枝
は
あ
る
。
一
年
の
う
ち
の
よ
い
な
が
め
を
、
あ
な
た
は
ぜ
ひ
と
も
覚
え
て
お
い

て
ほ
し
い
。
何
よ
り
も
、
ゆ
ず
の
実
は
黄
色
く
、
み
か
ん
は
ま
だ
緑
色
の
、
こ
の
時
を
。 

元
裕
五(

一
〇
九
〇)

年
、
五
十
五
歳
の
作
。
蘇
軾
は
元
豊
八(

一
〇
八
五)

年
に
都
へ
召
還

さ
れ
て
よ
り
、
弟
の 

蘇
轍
と
と
も
に
重
用
さ
れ
、
天
子
の
秘
書
で
あ
る
翰
林
学
士
な
ど
を

歴
任
し
た
。
し
か
し
旧
法
党
の
政
治
は
、
時
代
に
逆
行
す
る
す
る
面
が
多
く
、
い
た
ず
ら
に

混
乱
を
ま
ね
い
た
。…

中
略…

そ
の
い
と
わ
し
さ
か
ら
、
元
祐
四(

一
〇
八
九)

年
、
外
任
を

求
め
て
、
杭
州
（
浙
江
省
杭
州
市
）
の
知
事
と
な
っ
た
。
劉
景
文
と
は
、
こ
の
時
始
め
て
知

り
合
っ
た
。 

【
補
説
】
こ
の
詩
に
寓
意
を
読
み
取
る
解
釈
も
あ
る
。
起
承
の
二
句
は
、
劉
景
文
の
兄
弟
が

皆
早
逝
し
、
景
文
一
人
が
生
存
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
、
転
結
の
二
句
は
、
景
文
も
年
老
い

て
き
た
が
（
こ
の
時
五
十
八
歳
）
、
今
こ
そ
奮
起
し
て
立
派
な
勲
功
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
励
ま
し
の
意
を
含
む
と
い
う
。 
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澄
邁
驛
通
潮
閣 

其
一 

倦
客
愁
聞
歸
路
遙 

 

倦
客 

愁
え
て
聞
く 

帰
路
の
遥
か
な
る
を 

眼
明
飛
閣
俯
長
橋 

 

眼
は
明
ら
か
に 

飛
閣
よ
り
長
橋
を
俯
す 

貪
看
白
鷺
橫
秋
浦 

 
貪
り
て
看
る 

白
鷺
の
秋
浦
に
橫
た
わ
る
を 

不
覺
靑
林
没
晩
潮 

 

覚
え
ず 

青
林 

晩
潮
に
没
す
る
を 

 
 

【
通
釈
】
旅
に
つ
か
れ
た
旅
人
は
帰
路
の
遠
い
の
を
愁
え
、
高
楼
か
ら
長
い
橋
を
見
つ
め
る
。

白
鷺
が
秋
の
入
り
江
に
身
を
休
め
る
の
を
飽
か
ず
眺
め
、
密
林
に
夕
潮
が
浸
す
の
に

も
気
づ
か
な
い
ほ
ど
。 

其
二 

餘
生
欲
老
海
南
村 

 

余
生 

海
南
村
に
老
い
ん
と
欲
す  

帝
遣
巫
陽
招
我
魂 

 

帝
は
巫
陽
を
し
て
我
が
魂
を
招
か
し
む 

杳
杳
天
低
鶻
没
處 

 

杳
杳
と
し
て
天
低
く 

鶻
の
没
す
る
処 

靑
山
一
髪
是
中
原 

 

靑
山
一
髪 

是
れ
中
原 

 
 

【
語
釈
】
澄
邁
驛…

海
南
島
の
北
の
宿
場
、
通
潮
閣
は
そ
の
地
の
楼
閣
。
鶻…

は
や
ぶ
さ
。
中

原…

長
安
、
洛
陽
等
の
中
国
の
中
心
地
。
承
句…

屈
原
の
「
楚
辞
」
招
魂
を
借
り
て

徽
宗
が
蘇
軾
を
召
還
し
た
事
を
い
う
。 

 
 

【
通
釈
】
残
り
の
人
生
を
海
南
島
の
村
で
老
い
て
ゆ
く
つ
も
り
で
い
た
が
、
帝
は
巫
陽
に
私
の

魂
を
招
き
戻
さ
せ
て
く
れ
た
。
暗
い
空
が
低
く
垂
れ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
が
消
え
去
る
あ
た

り
に
青
山
が
毛
筋
ほ
ど
細
く
見
え
る
、
あ
れ
が
中
国
だ
。 

 


